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当
院
は
、
東
三
河
北
部
医
療
圏
で
唯

一
の
災
害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
県
内
36
医
療
機
関
あ
る
災
害
拠

点
病
院
は
、
地
域
の
災
害
医
療
の
中
核

病
院
で
、
災
害
時
に
被
災
患
者
さ
ん
の

受
入
れ
・
治
療
、
救
護
班
の
派
遣
な
ど

を
行
い
ま
す
。

■
災
害
医
療
と
は

　
災
害
に
よ
り
対
応
す
る
側
の
医
療
能

力
を
上
回
る
ほ
ど
の
多
数
の
医
療
対
象

者
が
発
生
し
た
際
に
行
わ
れ
る
、
災
害

時
の
急
性
期
・
初
期
医
療
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
医
療
の
需
要
は
超
急
性
期
、

急
性
期
、
亜
急
性
期
・
慢
性
期
、
平

穏
期
と
時
間
的
経
過
を
辿
り
（
図
１
）、

災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
医
療
の
需
要
も

異
な
り
ま
す
。

　

災
害
に
は
自
然
災
害
と
人
為
災
害 

（　
）、
局
地
災
害
と
広
域
災
害
な
ど
の

い
く
つ
か
の
分
類
が
あ
り

ま
す
。
列
車
事
故
や
多
重

交
通
事
故
な
ど
の
人
為
災

害
は
局
地
災
害
に
な
り
や

す
く
、
水
害
や
地
震
な
ど

の
自
然
災
害
や
戦
争
な
ど
は
広
域
災
害

に
な
り
や
す
い
で
す
。

■
通
常
の
救
急
医
療
と
災
害
医
療
の

　
違
い
と
そ
の
目
的

　
通
常
の
救
急
医
療
は
、
患
者
さ
ん
に

対
し
て
十
分
な
医
療
を
供
給
で
き
る
環

境
下
で
行
わ
れ
る
医
療
で
あ
り
、
多
く

の
医
療
者
や
医
療
機
器
・
薬
剤
な
ど
の

医
療
資
源
を
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

　
一
方
で
、
災
害
医
療
は
、
け
が
人
の

大
量
発
生
な
ど
、
医
療
の
需
要
が
急
激

に
増
加
し
ま
す
。
そ
し
て
災
害
が
広
範

囲
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
医
療
者
の
人

的
被
害
や
医
療
設
備
の
故
障
、
電
気
・

水
道
・
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

途
絶
や
物
流
麻
痺
に
よ
る
物
資
の
不

足
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
地
域
で
医
療
を

供
給
す
る
能
力
が
著
し
く
低
下
し
ま
す
。

供
給
能
力
の
低
下
し
た
医
療
機
関
に
患

者
が
殺
到
す
る
と
い
っ
た
事
態
が
あ
ち

こ
ち
で
起
き
る
と
、
需
給
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
は
さ
ら
に
拡
大
し
、
失
わ
れ
る
人

命
も
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
（
図

２
）。
そ
の
た
め
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を

是
正
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
に

で
き
る
限
り
の
医
療
を
提
供
し
、
防
ぎ

シリーズ
第188話

え
た
災
害
死
（　
）
を
な
く
す
こ
と
が

災
害
医
療
の
目
的
で
す
。

　
次
号
も
引
き
続
き
災
害
医
療
に
つ
い

て
、
当
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）
や
病
院
で
の
災
害
対
応
体

制
と
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。
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事
故
や
テ
ロ
、
戦
争
な
ど
の
人
為
的
要

因
か
ら
生
じ
る
災
害
。
火
災
や
車
両
・
航

空
機
等
の
事
故
の
ほ
か
、
大
勢
が
集
ま
る

場
で
の
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
災
害
、
Ｃ
Ｂ

Ｒ
Ｎ
Ｅ
（
化
学
、
生
物
、
放
射
性
物
質
、
核
、

爆
発
物
）
災
害
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

　

 

医
療
が
適
切
に
介
入
す
れ
ば
避
け
ら

れ
た
可
能
性
の
あ
る
災
害
死
の
こ
と
。

最優先の患者さんに対し、最低限の医療資源を使う

一人の患者さんに最大限の医療資源を使う
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